
４月８日（金）、暖かな春の日差しの中、新任式・始業式を行い、令和４（２０２２）

年度がスタートしました。今年も昨年同様、感染症対策として、校庭で、一人一人の間

隔を広く取りながら実施しました。今年度は、昨年から少し減り３８９名の児童数での

スタートです。今年度も、子供たちと教職員、そして保護者・地域の皆様とともにある

学校を目指していきたいと思います。

昨年同様、保護者・地域の皆様の御理解と御協力をどうぞよろしくお願いいたします。

４月１１日（月）令和４（２０２２）年度の入学式が行

われました。美しい花々や新緑の木々に囲まれながら、58

名の新入生は、お父さんやお母さんに手を引かれ、ランド

セルを背負って元気に登校してきました。入学式での担任

の呼名にも大きな声で返事をすることができました。

感染症対策のため、新入生と保護者、一部の教職員、６

年代表児童のみの入学式でしたが、温かい雰囲気の中、入

学式を無事終了することができました。

優しい上級生とともに、賢く・優しく・たくましく育っていってほしいと思います。

【転出職員】 【転入職員】

教諭 坂井秀勝 （教頭昇任：国府南小へ） 教諭 黒子孝佳 （壬生町立壬生小より）

教諭 田村伸夫 （下野市立緑小へ） 教諭 蔦野直迪 （新規採用）

教諭 佐藤慎太郎（退職） 主事 福井美咲 （大平南中より）

事務長 柿沼文代 （栃木東中へ） 栄養士 臼井麻祐子 （千塚小より）

栄養士 鈴木優希 （宇都宮市立新田小へ） 教諭(再) 星野弘志 (小山市立羽川小より)

栄養士 熱田淑乃 （退職） 講師 佐藤慎太郎（本校より）

講師 佐藤美賀子（大宮南小へ） 講師 鈴木愛奈 （新規採用）

支援員 小林久仁子（南小へ） 助教諭 関口友香里（鹿沼市立北中より）

支援員 塚本由紀子（市役所へ） 支援員 小倉咲恵 (小山市立寒川小より)

後補充 大川臣子 （本校より）

新天地でも頑張ってく

ださい。 三小の子供たちのた

めによろしくお願いし

ます。

転出した職員に対し、これまで温かい御支援をいただきまして、誠にありがとうございま

した。新たに転入した職員に対しても、御支援・御協力のほど、どうぞよろしくお願いいた

します。
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教育目標 栃木第三小学校だより
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＊入学おめでとう＊

定期異動・・「お世話になりました」 「よろしくお願いします」

令和４（２０２２）年度スタート



校長 服部 雅弘 ４－２ 関口 友香里 非常勤講師 田口 さゆり

教頭 落合 るみ ５－１ 篠原 朱音 学校支援員 飯塚 香織

教務主任 松本 勇 ５－２ 黒子 孝佳 学校支援員 小倉 咲恵

主事 福井 美咲 ６－１ 國分 麻梨子 初任者指導 星野 弘志

養護教諭 岸 昌枝 ６－２ 小野寺 泉 初任者指導 小林 澄江

１－１ 西村 美代子 さくら学級 餘沢 光俊 初任者研修後補充 大川 臣子

１－２ 松本 菜月 けやき学級 髙田 愛子 ＡＬＴ ｾｰﾗｷｼｯｸｽｷｰﾙ

２－１ 山田 利里子 学習支援 仲尾 望 ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ 原田 浩司

２－２ 鈴木 愛奈 児童支援 佐藤 慎太郎 ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ 河田 加代子

３－１ 蔦野 直迪 学校栄養職員 臼井 麻祐子 ｽｸｰﾙｻﾎﾟｰﾄｽﾀｯﾌ 松本 隼人

３－２ 後藤 麻樹 学校図書館事務 中田 有美 (育児休業) 藤沼 那々子

４－１ 髙木 範子 技能員 松村 輝雄 (育児休業) 三森 りな

知・徳・体のバランスのとれた「生きる力」を育むことを目指し、地域の恵まれた環境を

生かして、本校ならではの教育を推進していきます。

・チームとして取り組む授業改善・個に応じた環境整備と支援の工夫・家庭学習、家読の充実

・地域を愛する心を育むふるさと学習の推進・一人１タブレットの活用

・人権教育の推進・道徳教育の推進・自己肯定感を高める支援の工夫・グローバル教育の推進

・基本的な生活週間の徹底（あいさつ・聴くなど）・人間関係を築く力の育成

・運動に親しみ進んで体を鍛えようとする児童の育成・楽しさと運動量のある体育の授業

・衛生的な生活習慣の確立・食育の推進・主体的に行動できる児童を育む安全指導

かしこい子 やさしい子 たくましい子

確かな学力

豊かな心

健やかな体

Ｒ４ 栃木第三小の教育

令和４年度の栃木第三小学校職員です。

１年間どうぞよろしくお願いいたします。
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自ら学び、学び合いの中で考えを深める児童の育成

自分もまわりの人も大切にできる児童の育成

心身ともに健康でたくましい児童の育成
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